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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、SIGLEC（シアリン酸結合免疫グロブリン様レクチン）ファミリータンパク質のメンバーをコードしています。コードされている膜貫通受容体は、シアリルTNグリカンおよびレプチンに結合します。コードされているタンパク質の胎盤での発現は、妊娠中毒症において亢進しています。[RefSeq提供、2016年7月],ドメイン：免疫受容体チロシン阻害モチーフ（ITIM）と呼ばれる細胞質モチーフを1コピー含みます。このモチーフは細胞応答の調節に関与しています。リン酸化ITIMモチーフは、いくつかのSH2含有ホスファターゼのSH2ドメインに結合できます。,機能：細胞へのシアリン酸依存性結合を媒介する推定接着分子。α-2,6結合シアリン酸に結合します。シアル酸認識部位は、同じ細胞表面上のシアル酸とのシス相互作用によってマスクされる可能性があります。,オンライン情報:Siglec-6,類似性:免疫グロブリンスーパーファミリーに属します。SIGLEC (sialic acid binding Ig-like lectin) ファミリー。,類似性:1つのIg様V型（免疫グロブリン様）ドメインを含みます。,類似性:2つのIg様C2型（免疫グロブリン様）ドメインを含みます。,サブユニット:LEPと相互作用します。,組織特異性:胎盤（細胞質および合胞体栄養芽細胞）で高レベルで発現し、脾臓、末梢血白血球（主にB細胞）、小腸で低レベルで発現します。,
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	パラフィン包埋ヒト脾臓の免疫組織化学分析、抗体は1:200に希釈された

